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ふ

だ
い

し

臨
済
録
の
示
衆
に
傅
大
士
の
金
剛
経
頒
を
引
用
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
(岩
波
文
庫
本
八
五
頁
)

ま
さ

祢
言
う
、
三
十
二
相
八
十
種
好
は
是
れ
仏
な
り
と
。
天
輪
聖
王
も
応
に
是
れ
如
来
な
る
べ
き
や
。
明
ら
か
に
知

ん
ぬ
是
れ
幻
化
な

た
め

か
り

し
ば
ら

る
こ
と
を
。
古
人
云
く
、
如
来
挙
身

の
相
は
、
世
間
の
情
に
順
ぜ
ん
が
為
な
り
。
人
の
断
見
を
生
ぜ
ん
こ
と
を
恐

れ
て
、
権
に
且
く

ま

し
ん
ぎ
ょ
う

虚
名
を
立

つ
。
仮
に
三
十
二
と
言
う
。
八
十
も
也
た
空
声
な
り
。
有
身
は
覚
体
に
非
ず
、
無
相
乃
ち
眞
形
、
と
。

如
来

の
色
身
は
覚
体
で
は
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
問
題
点
で
あ
る
。
も
と
つ
く
金
剛
経
の
文
句
は
次
の
と
お
り
。
(大

85
-
2
b
)

い
な

須
菩
提
よ
、
意
に
於

い
て
云
何
ん
。
身
相
を
以
て
如
来
を
見
る
可
き
や
。
不
な
り
、
世
尊
よ
。
身
相
を
以
て
如
来
を
見
る
こ
と
を

得
る
可
か
ら
ず
。
何
を
以
て
の
故
ぞ
。
如
来

の
説
く
所
の
身
相
は
即
ち
身
相
に
非
ざ
れ
ば
な
り
。
仏
は
須
菩
提
に
告
ぐ
ら
く
、
凡
そ

あ

ら

ゆ

所
有
る
相
は
皆
な
是
れ
虚
妄
な
り
。
若
し
諸
相
は
相
に
非
ず
と
見
れ
ば
則
ち
如
来
を
見
ん
。

「身
相
即
非
身
相
」
「若
見
諸
相
非
相
則
見
如
来
」
と
い
う

の
は
、

一
切
法
空
と

い
う
考
え
を
表
明
す
る
時
の
、
金
剛
経
独
特
の
言

い
回
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し
で
あ

る
が
、
智
度
論
に
も
同
じ
論
法
が
見
ら
れ
る
。
(大
25
1
七
二
七
b
)

色
如
非
色
非
離
色

色

の
如
は
、
色
に
非
ず
、
色
を
離
る
る
に
非
ず
。

色

の
如
実
相
は
、
色
で
は
な
く

(
つ
ま
り
色
即
是
空
)
、
色
を
離
れ
て
も
い
な
い

(
つ
ま
り
空
不
異
色
)
。

如
来

の
身
相
は
身
相
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
(身
相
を
離
れ
て
い
る
の
で
も
な
い
)
、
そ
う
見
る
こ
と
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
如
来
の
如
実

お

相
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
身
相
は
あ
く
ま
で
虚
妄
で
あ

っ
て
、
「
八
十
年
後
、
拘
　
羅
城
の
双
林
樹
問
に
向

い
て
、
側
臥
し
て

死
し
去

る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

「有
身
」
に
つ
い
て
、
傅
大
士
は

「覚
体
に
非
ず
」
と
断
ず
る
の
で
あ
る
が
、
さ
て
こ
の
覚
体
と

か

は
い

っ
た
い
何
か
。
道
忠
和
尚
は

「若
し
実
に
拠
り
て
論
ず
れ
ば
此
く
の
如
き
の
み
」
と

い
う
だ
け
で
素
気
無

い
。

た
し
か
に
あ
ま
り
見
か
け
な
い
言
葉
で
あ
る
。
む
し
ろ
傅
大
士
が
用
い
て
い
る
の
が
奇
異
に
さ
え
思
え
る
ほ
ど
で
あ

る
。
漢
訳
仏
典
で

も
さ
し
あ
た
り
用
例
を
挙
げ
得
る
の
は
、
大
乗
起
信
論
の
み
で
あ
る
が
、
法
身
に
そ
な
わ
る
本
覚
に
つ
い
て
述
べ
る
く
だ
り
で
次

の
よ
う

に
い
わ
れ
る
。

な

復
た
次
に
覚
体
の
相
な
る
者
は
、
四
種
の
大
義
の
虚
空
と
等
し
き
有
り
て
、
猶
お
浄
鏡

の
如
七
。

覚
体

に
つ
い
て
私
は

「覚
の
自
体
、
心
体
。
そ
の
特
徴
を
、
虚
空
の
よ
う
に
広
大
無
辺
な
明
鏡
に
讐
え
る
」
と
注
を
加
え
て
い
る

(『訳

注
大
乗
起
信
論
』
28
段
)
。

ま

た
や
は
り
法
身
に
か
か
わ
る
も
の
だ
が
、
次
の
よ
う
な
問
い
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

問
う
て
曰
わ
く
、
上
に
法
界
は

一
相
に
し
て
仏
体
は
無
二
な
り
と
説
け
り
。
何
が
故
ぞ
唯
だ
眞
如
を
念
ず
る
の
み
な
ら
ず
し
て
、
復

た
諸
善
の
行
を
学
す
る
こ
と
を
求
む
る
こ
と
を
仮
る
。
(89
段
)

「上
に
説
け
り
」
と
い
う

の
は
、

言
う
所
の
覚
の
義
な
る
者
は
、
謂
わ
く
、
心
体
離
念
せ
る
な
り
。
離
念
の
相
な
る
者
は
、
虚
空
界
に
等
し
く
し
て
、
遍
せ
ざ
る
所
無
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き
法
界
の

一
相
な
り
、
即
ち
是
れ
如
来

の
平
等
法
身
な
り
。

(19
段
)

和
訳
す
る
と

「
い
う
と
こ
ろ
の
覚
の
は
た
ら
き
と
は
、
心
念
と
は
無
縁
の
心
の
本
体
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
離
念
の
心
体

の
相
と
い

う

の
は
、
虚
空
界
に
等
し
く
、
行
き
と
ど
か
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
法
界
の
も

つ
一
相
で
あ
り
、
こ
の
相
を
持

つ
も
の
こ
そ
如
来

の
、
永
遠

に
同

一
性
を
保

つ
法
身
に
他
な
ら
な
い
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
法
身

の
定
義
を
述
べ
た
箇
所
で
あ
る
。

「仏
体
」
と

い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
私
は
、
「
仏
体
」
と
は
仏
の
身
体
、
す
な
わ
ち
法
身
。
と
い
う
注
を
加
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
こ

の

「仏
体
」
と

「覚
体
」
と
は
、
と
も
に
法
身
に
つ
い
て
い
わ
れ
て
い
る
点
か
ら
見
て
、
同
義
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
訳
し
方
の

違

い
の
み
で
あ
る
。

し
か
る
に

「仏
体
」
と
い
う
訳
語
は
宝
性
論
に
用
例
が
あ
り
、
梵
本
が
現
存
す
る
の
で
、
梵
語
が

く
9
&
げ
讐
<
p>
で
あ
る
こ
と
を
容

　ユ

　

易
に
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
語
は
頻
出
す
る
が
、
場
合
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
覚
体
と

訳
さ
れ
た
例
は

な

い
。

「
仏
」

の
字
を
意
訳
す
れ
ば
覚
体
と
な
る
か
ら
、
差
は
な

い
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
語
は
樗
伽
経

に
も
見
え

、
大
拙
博
士
は

　
　

ソ

bu
&

自

筈
oo
α
と
英
訳
し
て
い
る
。
和
訳
す
れ
ば
覚
者
性
と
な
ろ
う
か
。

つ
ま
り
覚
者
に
共
通
す
る
性
質

・
身
分
を
意
味
す
る
。
ま
た

宝
性
論

で
は
同
義
語
と
し
て

く
び
巳
自
p鼠
v
〈
§

鼠
。q①
§

<
9
>
〈
冒

象
く
曽
〉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

宝
性
論
は
三
宝
存
続

の
依
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
仏
性
に

つ
い
て
考
察
を
加
え
る
の
で
あ
る
が
、
仏
性
に
は
三
種
実

体

く
民
-<
己
げ
p旨

　
ヨ

　

ω<
普
冨

〈
p旨
〉
が
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
は
法
身

(仏
性
の
自
在
性
)
と
眞
如

(不
変
性
)
と
種
姓

(柔
軟
性
)
と
で
あ

る
。
三
種
と
は

い
っ
て
も
、

一
仏
性

の
も

つ
特
性
で
あ
る
か
ら
、
ど
れ
か

一
つ
を
切
り
離
し
て
取
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
三
者
は
常

に

一
体
で
あ
る
。

し
か
し
論
考

の
便
宜
上
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

け
ん

ね

せ

し
ん

　る
　

宝
性

論
の
本
偶
は
堅
慧
に
よ

っ
て
作
ら
れ
、
註
釈
偶
と
釈
疏
と
は
世
親
に
よ

っ
て
作
制
さ
れ
た
と

い
わ
れ
る
。
仏
宝
品
第
二
の
冒
頭

に
最
初

の
本
偶
が
あ
る
。

(
=
二
頁
11
行
)

ま

た

仏

体

(
び
¢
α
α
げ
四
けく
帥
)

の

、

前

際

も

無

く

、

及

び

中

間

際

も

無

く

、

亦

復

後

際

も

無

く

、

寂

静

な

る

を

自

ら

覚

知

せ

る
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た
め

(≦
σ
巳

α冨
)
、
既
に
自
ら
覚
知
し
已

っ
て
、
他
を
し
て
知
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
が
為
に
、
是
の
故
に
彼
の
為
に
無
畏
常
恒
の
道
を

説
く
仏
は
、
能
く
彼
の
智
慧
と
慈
悲
と
の
刀
、
及
び
妙
金
剛
杵
と
を
執
持
し
、
諸

の
苦

の
芽
を
割
裁
し
、
諸
見
の
山
の
顛
倒
の
意

を
覆
蔵
せ
る
、
及
び

一
切
の
稠
林
を
擢
破
す
。
故
に
我
は
今
敬
礼
す
。
(
一
-
四
)

「道
を
説
く
仏
」
と
い
う

の
は
、
覚
体
を
自
覚
し
た
覚
者
、

つ
ま
り
諸
仏

の
こ
と
で
あ
る
。

此
の
偶
は
何
の
義
を
示
現
す
る
や
。
偶
に
言
わ
く
、

お

よ

無
為
な
る
体

(び
¢
&

げ
象
く
曽)
は
自
然
に
し
て
、
他
に
依
り
て
は
知
ら
れ
ず
、
智
と
悲
と
及
以
び
力
と
、
自
他
の
利
と
を
旦
ハ足
す
。

(
一
ー
五
)

此
の
偶
は
略
し
て
仏
宝

(び
=
自
自
】PP叶く
曽)
所
摂
の
八
種
の
功
徳
を
明
ら
む
。
何
等
を
か
八
と
為
す
。

一
に
は
無
為

の
体
な
る
こ
と
。

二
に
は
自
然
な
る
こ
と
。
三
に
は
他
に
依
り
て
は
知
ら
れ
ざ
る
こ
と
。
四
に
は
智
。
五
に
は
悲
。
六
に
は
力
。
七
に
は
自
ら
利
益
す

る
こ
と
。
八
に
は
他
の
利
益
な
る
こ
と
。
偶
に
言
わ
く
、

初
に
も
非
ず
中
後
に
も
非
ざ
れ
ば
、
自
性
と
し
て
無
為
の
体
な
り
。
及
び
法

の
体

(法
身
)
の
寂
静
な
る
な
り
、
故
に
自
然
な
り

と
応
に
知
る
べ
し
。
(
一
⊥

ハ
)

か

た
め

唯
だ
内
身
に
自
ら
証
す
る
の
み
、
故
に
他
に
依
り
て
は
知
ら
れ
ざ
る
な
り
。
是
く
の
如
く
三
を
覚
知
し
、
慈
心
も

て
為
に
道
を
説

く
。
(
一
ー
七
)

智
と
悲
と
及
び
力
等
も
て
、
苦
と
煩
悩
と
の
刺
を
抜
く
。
初
の
三
句
は
自
利
に
し
て
、
後
の
三
句
は
利
他
な
り
。

(
一
-
八
)

有
為
を
遠
離
せ
る
を
名
づ
け
て
無
為
と
為
す
と
応
に
知
る
べ
し
。
又
た
有
為
な
る
者
は
生
住
滅

の
法
な
る
に
、
彼
の
有
為
無
し
、

是

の
故
に
仏
体

(び
信
α
α
げ
9什く
曽
)
は
初
中
後
に
非
ず
、
故

に
名
づ
け
て
無
為
法
身

(①紹
ヨ
ω
茸
什甲
穿
霞
日
9。キ
鋤団
⇔
)
と
為
す
と
応
に

知

る
べ
し
。

是
く
の
如
く
、
如
来

(§

冨
②q
鉾
讐
く
①)
の
無
為
法
身
の
相
あ
る
に
依
る
が
故
に
、

一
切

の
仏
事
は
無
始
世
来
自
然
に
行
わ
れ
て
、
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常

に
休
息
せ
ず
。

(
一
四
頁
)

「名
づ
け
て
無
為
法
身
と
為
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
体

つ
ま
り
覚
体
と
は
諸
仏
が
自
内
証
す
る
常
住

の
法
身
の
こ
と
で
あ
り
、
無
始

す
　

世
来
自
然
に
行
わ
れ
る
仏
事
の
主
体
で
あ
る
。
法
身
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。

(
一
六
四
頁
)

虚
空
の
無
相
に
し
て
而
も
色
等
の
相
を
現
ず
る
が
如
く
、
法
身
も
亦
た
是
く
の
如
し
、
六
根
の
境
界
を
具
す
。

此
の
偶
は
何
の
義
を
明
ら
む
る
や
。

　
　

　

経
中

に
説
き
て
言
わ
く
、
虚
空
の
相
の
如
く
諸
仏
も
亦
た
爾
り
と
は
、
此
れ
第

一
義
な
る
、
諸
仏
如
来
の
清

浄
法
身
の
自
体
の

な

相

の
、
(三
十
二
大
人
相
等
の
)
不
共
法
に
依
る
が
故
に

(
つ
ま
り
き

っ
か
け
と
し
て
)
是
く
の
如
き
説
を
作
せ
り
。

是
の
義
を
以
て
の
故
に
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
に
言
わ
く
、
須
菩
提
よ
、
意
に
於
い
て
云
何
ん
。
三
十
二
の
大
人
相
の
成
就
せ
る
を

以

て
、
如
来
を
見
る
こ
と
を
得
べ
き
や
。
須
菩
提
言
わ
く
、
我

の
仏
所
説
の
義
を
解
す
る
が
如
き
者
は
、
相

の
成

就
せ
る
を
以
て
如

か

来
を
見
る
こ
と
を
得
ざ
る
な
り
。
仏
言
わ
く
、
是
く
の
如
し
是
く

の
如
し
、
須
菩
提
よ
、
相
の
成
就
せ
る
を
以
て
如
来
を
見
る
こ
と

を
得
ず
。
須
菩
提
よ
、
若
し
相
の
成
就
せ
る
を
以
て
如
来
を
観
る
な
ら
ば
、
転
輪
聖
王
も
応
に
是
れ
如
来
な
る
べ
き
や
、
と
。

右
の
引
用
で
は
は
ぶ
か
れ
て
い
る
が
、
金
剛
経
で
は
有
名
な
偶
文
が
続

い
て
い
る
。

圷
の
時
世
尊
に
し
て
偶
を
説
き
て
言
わ
く
、
若
し
色
を
以
て
我
を
見
、
音
声
を
以
て
我
を
求
む
れ
ば
、
是
の
人
は
邪
道
を
行
じ
、

如
来
を
見
る
能
わ
じ
。

前
の
傅
大
士
の
頒
は
如
理
実
見
分
第
五
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
経
文
の
主
旨
が
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
も
ぴ
た
り
と
当

て
嵌
ま

る
。
法
身
は
ま
さ
に

「無
相
乃
ち
眞
形
」
な
の
で
あ
る
。
す
る
と

「有
身
は
覚
体
に
非
ず
」
と

い
う
の
は
、
如
来

の
色
身
は
法
身

で
は
な

い
と

い
っ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
る
に
法
身
に
つ
い
て
は
従
来
あ
ま
り
留
意
さ
れ
て
い
な

い
事
柄
が
あ
る
。
「諸
仏
は
同

一
法
身
に
し
て
而
も
仏
に
は
多
な
る
こ
と

　　

　

　
　

　

有
り

」
「
一
切
諸
仏
身
は
唯
だ
是
れ

一
法
身
な
る
の
み
。

一
心

一
智
慧
力
無
畏
な
る
こ
と
も
亦
た
然
り
」
「如
来
は

一
法
身
に
し
て
、
諸
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仏
身

を
出
生
す
」
「讐
え
ば
浄
満
月
の
、
普
ね
く

一
切
水
に
現
わ
る
る
が
如
し
。
影
像
は
無
量
な
り
と
難
も
、
本
月
は
未
だ
曽

つ
て
二
な

お

　

ら
ず

」
な
ど
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
諸
仏
は
多
数
存
在
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
法
身
は
す
べ
て
等
し
い
、
同

一
で
あ

る
と

い
う
教
理
で

　　
　

あ
る
。
こ
れ
は
仏
性
論
に
お
い
て
も
基
本
と
な
る
考
え

で
あ

っ
て
、
等
閑
に
附
し
て
良

い
こ
と
で
は
な

い
。
圭
峯
宗
密
は
円
覚
経
大
疏

下
之
四
に
、

此
の
経
を
説
く
仏
は
既
に
是
れ
眞
身
な
り
。
眞
身
は
無
擬
に
し
て
塵
沙

(の
仏
)
は
同
体
な
り
。
故
に

一
説
は
即
ち
是
れ
多
説
な
り
。

華
厳
に
云
わ
く
、
十
方

の
諸
如
来
は
同
じ
く
共
に

一
法
身
な
り
、

一
心

一
智
慧
力
無
畏
な
る
こ
と
も
亦
た
然
り

と
。

(卍
続
蔵
経

一
四
ー
四
〇

一
下
)

と
い

っ
て
い
る
か
ら
、
中
国
の
仏
教
徒
に
と

っ
て
は
常
識
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ

の
よ
う
に
覚
体
を
め
ぐ

っ
て
思
案
し
て
い
る
う
ち
に
、
こ
れ
ま
で
考
え

て
も
見
な
か

っ
た
こ
と
が
気
に
な
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
臨

済
和
尚

の
有
名
な
上
堂
に
出
て
く
る

「
一
無
位

の
眞
人
」

の
、

一
の
子
を
無
視
し
て
良

い
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
疑
問

で
あ
る
。
諸
本
に

よ

っ
て
字
句
が
少
し
つ
つ
異
な
る
の
で
、
並
べ
挙
げ
て
み
よ
う
。

上
堂
。
云
く
、
赤
肉
団
上
に

一
無
位

の
眞
人
有

っ
て
、
常
に
汝
等
諸
人
の
面
門
よ
り
出
入
す
。
未
だ
証
拠
せ
ざ

る
者
は
看
よ
看
よ
。

(文
庫
本
二
〇
頁
)

師
は
有
る
時
、
衆
に
謂

い
て
云
わ
く
、
山
僧
は
分
明
に
祢
に
向

っ
て
道
う
。
五
陰
身
田
内
に
無
位
の
眞
人
有
り
、
堂
堂
と
し
て
露

ば
か

現
し
、
糸
髪
許
り
も
間
隔
せ
ず
。
何
ぞ
識
取
せ
ざ
る
。

(祖
堂
集

一
九
臨
済
章
)

お

一
日
上
堂
し
て
曰
わ
く
、
汝
等
諸
人
は
肉
団
心
上
に

一
無
位

の
眞
人
有
り
、
常
に
諸
人
の
面
門
に
向

い
て
出
入
す
。
汝
若
し
識
ら

ざ

れ
ば
、
但
だ
老
僧
に
問
え
。

(宋
版
伝
灯
録

一
二
臨
済
章
)

テ
キ
ス
ト

こ
れ
は
本
文
形
成
上
の
問
題
で
あ
る
が
、

一
の
字
は
あ

っ
て
も
な
く
て
も
意
味
は
同
じ
だ
と
思
わ
れ
る
の
に
、
流
布
本
の
編
纂
者
は
な

ぜ

一
の
字
の
つ
い
た
本
文
を
選
ん
だ
の
か
。
な
ん
の
意
図
も
な
く
そ
う
し
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
と
は
単

一
お
よ
び
同

一
の
意
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で
あ
る
。

こ
の

コ

」
は

「諸
仏
は
同

一
法
身
」
の

一
に
通
じ
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り

「汝
等
諸
人
」

は
諸
仏
で
あ
り
、

「無
位
眞
人
」
は
法
身
で
あ
る
。
「
常
に
汝
等
諸
人
の
面
門
よ
り
出
入
す
」
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
眞
人
な
の
で
は
な
く
て
、

一
個
同

一
の
眞
人
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

達
磨

の
二
入
四
行
論
に
、
「含
生
同

一
眞
性
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。
「
眞
性
」
と
は
仏
性
に
同
じ
で
あ
り
、
「含
生
」
と
は
衆
生

の
こ

と
で
あ

る
か
ら
、
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
い
う
こ
と
の
別
様
の
表
明
で
あ
る
。
仏
性
論
巻
三
に
よ
る
と
衆
生
に
は
三
種
あ

る
と
い
う
。
(大

31
1
八
〇
五

c
)

是

の
仏
性
中
に
衆
生
を
分
別
す
る
に
、
自
ら
三
種
有
り
。

一
に
は
仏
性
を
讃
見
せ
ざ
る
を
ば
名
づ
け
て
凡
夫
と
為
す
。
二
に
は
能

く
仏
性
を
謹
見
す
る
を
ば
名
づ
け
て
聖
人
と
為
す
。
三
に
は
謹
し
て
此

の
理
に
至
り
、
究
寛
じ
て
清
浄
な
る
を
ば
説
き
て
如
来
と
名

つ
く
。

仏
性
を
有
す
る
衆
生
は
、
諸
仏
と
聖
人

(声
聞

・
縁
覚

・
菩
薩
)
と
凡
夫
と
に
分
か
れ
る
が
、
仏
性
そ
の
も
の
は
同

一
な
の
で
あ
り
、

ど
の
位

に
も
属
さ
な
い
か
ら
無
位
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
教
理
的
な
伝
統
に
沿

っ
て
、
流
布
本
の
編
者
は

一
の
字
を
強
調
す
る
選
択
を
し

た
の
で
は
な
い
か
。
仏
教
学
の
管
か
ら
見
れ
ば
、
そ
う
解
釈
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

さ
ら

に
も
う

一
つ
些
細
な
疑
問
が
あ
る
。
祖
堂
集
は

「五
陰
身
田
」
(身
心
)
と
し
、
伝
灯
録
は

「肉
団
心
」

(心
蔵
)
と
す
る
の
に
対

し
て
、
流
布
本
は
な
ぜ

「赤
肉
団
」
(色
身
)
と
す
る
の
か
。
取
る
に
足
り
な

い
よ
う

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
編
者

の
意
図
が
籠
め

ら
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る

「心
法
」
と
の
対
比
を
際
立
た
せ
る
た
め
で
あ

っ
た
。
最
初
の
示
衆

に
次

の
よ
う
に

い
わ
れ

る
。
(三
七
頁
)

あ
た

是

れ
祢
が
四
大
色
身
は
、
説
法
聴
法
す
る
解
わ
ず
。
脾
胃
肝
胆
は
、
説
法
聴
法
す
る
解
わ
ず
。
虚
空
は
説
法
聴
法
す
る
解
わ
ず
。

な

に

よ

れ
き
れ
き
て
い

な

是
れ
什
磨
も
の
か
説
法
聴
法
を
解
く
す
。
是
れ
祢
目
前
歴
歴
底
に
し
て
、

一
箇

の
形
段
勿
く
し
て
孤
明
な
る
、
是
れ
這
箇
、
説
法
聴

か
く

法
を
解
く
す
。
若
し
是
の
如
く
見
得
す
れ
ば
、
便
ち
祖
仏
と
別
な
ら
ず
。
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四
大
色
身
は
説
法
聴
法
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と

い
う
。
と

い
う
こ
と
は

「聴
法
底
人
」
は
色
身

で
は
な
い
こ
と
に
な

る
が
、
同
じ
こ

と
は
別
の
と
こ
ろ
で
も

い
わ
れ
る
。
(六
四
頁
)

た

道
流
、
休
が
祇
だ
今
聴
法
す
る
は
、
是
れ
祢
が
四
大
に
あ
ら
ず
し
て
、
能
く
祢
が
四
大
を
用
う
。
若
し
能
く
是
の
如
く
見
得
せ
ば
、

す
な
わ

便

乃
ち
去
住
自
由
な
ら
ん
。

で
は
説
法
聴
法
す
る
も

の
は
何
か
と

い
え
ば
、
「是
れ
弥
目
前
歴
歴
底
に
し
て
、

一
箇
の
形
段
勿
く
し
て
孤
明
な
る
」
も
の
、

つ
ま
り

　　
　
ユ
　

心
法
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
示
衆
は
続
け
る
。

け
ん

も
ん

道
流
、
心
法
は
形
無
く
し
て
、
十
方
に
通
貫
す
。
眼
に
在

っ
て
は
見
と
日
い
、
耳
に
在

っ
て
は
聞
と
日
い
、
鼻
に
在

っ
て
は
香
を

か

し
つ
そ
く

も

験

ぎ
、
口
に
在

っ
て
は
談
論
し
、
手
に
在

っ
て
は
執
捉
し
、
足
に
在

っ
て
は
運
奔
す
。
本
と
是
れ

一
精
明
、
分
か
れ

て
六
和
合
と
為

る
。

一
心
既
に
無
な
れ
ば
、
随
処
に
解
脱
す
。

コ

精
明
」
と
は

一
個
の
心
法

の
こ
と
で
あ
る
。
も
と
も
と

一
精
明
で
あ
る
が
、
六
根
の
は
た
ら
き
に
応
じ
て
作
用
す
る
と
き
、
根
と

境
と
の
和
合
を
六

つ
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
=

心
既
に
無
な
れ
ば
云
云
」
は
、
祖
堂
集

一
九
で
は

「心
若
不
生
、
随
処
解

脱
」
と
な

っ
て

　レ
　

お
り
、
こ
の

一
心
は
分
別
心
の
こ
と
、
そ
れ
が
な

い
無
分
別
の
作
用
で
あ
る
か
ら
随
処
に
解
脱
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

「眼
に
在

っ
て
は
見
と
日
い
云
云
」
と
い
う
の
は
、
周
知

の
と
お
り
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
達
磨
の
弟
子
の
ひ
と
り
波
羅
提

が
異
見
王
と
交

し
た
問
答
に
出
て
く
る
偶
文
で
あ
る
。
伝
灯
録
巻
三
第
二
八
祖
菩
提
達
磨
の
章
に
い
う
、

波
羅
提
曰
わ
く
、
王
は
既
に
有
道
な
る
に
、
何
ぞ
沙
門
を
按
す
る
や
。
我
は
無
解
な
り
と
錐
も
、
願
わ
く
は
王
の
問
を
致
さ
ん
こ

と
を
。

王
は
怒
り
て
問
う
て
曰
わ
く
、
何
者
か
是
れ
仏
な
る
。

答
え
て
曰
わ
く
、
見
性
せ
る
是
れ
仏
な
り
。

王
曰
わ
く
、
師
は
見
性
せ
る
や
。
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答
え
て
曰
わ
く
、
我
は
仏
性
を
見
た
り
。

い
ず

く

王
曰
わ
く
、
性
は
何
処
に
か
在
る
。

答
え
て
曰
わ
く
、
性
は
作
用
に
在
り
。

王
曰
わ
く
、
是
れ
何
の
作
用
に
し
て
、
我
は
今
見
ざ
る
や
。

答
え
て
曰
わ
く
、
今
、
作
用
を
見
る
に
、
王
は
自
ら
見
ざ
る
の
み
。

王
曰
わ
く
、
我
に
於

い
て
有
り
や
。

答
え
て
曰
わ
く
、
王
若
し
作
用
せ
ば
、
是
な
ら
ざ
る
有
る
こ
と
無
か
ら
ん
。
王
若
し
用
い
ざ
れ
ば
、
体
は
自
ら
見
る
こ
と
難
か
ら

ん
。

も
し

王
曰
わ
く
、
若
当
用
う
る
時
は
、
幾
処
に
か
出
現
せ
ん
。

ま
さ

答
え
て
曰
わ
く
、
若
し
出
現
す
る
時
は
、
当
に
其
の
八
有
る
べ
し
。

王
曰
わ
く
、
其
の
八
の
出
現
す
る
こ
と
、
当
に
我
が
為
に
説
く
べ
し
。

波
羅
提
は
即
ち
偶
を
説
き
て
曰
わ
く
、
胎
に
在

っ
て
は
身
と
為
し
、
世
に
処
し
て
は
人
と
名
つ
く
。
眼
に
在

っ
て
は
見
と
日
い
、

耳
に
在

っ
て
は
聞
と
日
う
。
鼻
に
在

っ
て
は
香
を
辮
じ
、
ロ
に
在

っ
て
は
談
論
す
。
手
に
在

っ
て
は
執
捉
し
、
足
に
在

っ
て
は
運
奔

か

す
。
偏
現
す
れ
ば
倶
に
沙
界
を
該
ね
、
牧
摂
す
れ
ば

一
微
塵
に
在
り
。
識
る
者
は
是
れ
仏
性
な
り
と
知
り
、
識
ら
ざ
る
も
の
は
喚
ん

な

で
精
魂
と
作
す
。

前

の

「心
法
」
が
、
も
と
に
な
る
此
の
話
の
仏
性
に
当
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
「偏
現
す
れ
ば
云
云
」
の
二
句

の
趣
意
は

「通
貫

の

十
方
」

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
別

の
所
で

「展
ぶ
れ
ば
則
ち
法
界
に
弥
論
し
、
牧
む
れ
ば
則
ち
糸
髪
も
立
た
ず
」
(
一
四
五
頁
)
と

い

う

の
も
同
じ
趣
旨
で
あ
る
。

心
法
に
つ
い
て
宗
密
は
次
の
よ
う
に
い
う

(中
華
伝
心
地
師
資
承
襲
図
第
二
の
ニ
ー

段
落
番
号
は
岩
波
文
庫
本
に
よ
る
)、
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然
る
に
達
磨
は
西
来
し
て
唯
だ
心
法
を
伝
え
し
の
み
。
故
に
自
ら
云
わ
く
、
我
が
法
は
心
を
以
て
心
に
伝
え
、
文
字
を
立
て
ず
、

と
。
此
の
心
は
是
れ

一
切
衆
生
の
清
浄
な
る
本
覚
な
り
。
亦
た
仏
性
と
名
づ
け
、
或
い
は
霊
覚
と
云
う
。

し
か

る
に
そ
の
当
体
は
と
ら
え
に
く
い
と
さ
れ
る
。
伝
灯
録
に
も

「性
は
作
用
に
在
り
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
作
用
を
通
し
て
し
か

現
わ
れ
な

い
の
で
あ
る
。
し
か
し
作
用
が
あ
る
限
り
主
体
が
な
い
わ
け
は
な
い
。
黄
奨
の
宛
陵
録
に
次
の
よ
う
に
い
う

(
一
三
四
頁
)、ゆ

え

上
堂
し
て
云
わ
く
、
即
心
是
仏
、
上
は
諸
仏
に
至
り
、
下
は
蚕
動
含
霊
に
至
る
ま
で
、
皆
な
仏
性
有
り
て
同

一
心
体
な
り
。
所
以

に
達
磨
は
西
天
よ
り
来
り
て
、
唯
だ

一
心
法
を
の
み
伝
え
、

一
切
衆
生
は
本
来
是
れ
仏
に
し
て
、
修
行
を
仮
ら
ざ
る
こ
と
を
直
示
す
。

い

ま

な
か

但
だ
如
今
こ
そ
自
心
を
識
取
し
、
自
ら
の
本
性
を
見
て
、
更
に
別
に
求
む
る
こ
と
莫
れ
。

云
何
ん
が
自
心
を
識
る
。
即
ち
如
今
言
語
す
る
者
、
正
に
是
れ
汝
が
心
な
り
。
若
し
言
語
せ
ず
ん
ば
、
又
た
作

用
せ
ず
。

心
体
は
虚
空
の
如
く
に
相

い
似
て
、
相
貌
有
る
こ
と
無
く
、
亦
た
方
所
無
し
。
亦
た

一
向
に
是
れ
無
な
る
に
非
ず
、
有
に
し
て
而

も
見
る
可
か
ら
ず
。

「有

に
し
て
而
も
見
る
可
か
ら
ず
」
、
宗
密
は

「眼

の
自
ら
眼
を
見
ざ
る
が
如
し
」
と

い
う

(承
襲
図
第
二
の
四
)。
結
局
、
汝
等
諸
人

　　
な
　
ソ

の
面
門

よ
り
出
入
し
て
見
聞
覚
知
す
る
無
位

の
眞
人
は
、
仏
性

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
仏
教
学
の
管
か
ら
見
る
と
、
こ
う

い
う
平
凡

な
結
論
に
落
着
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

二

 

こ
の
心
法
を
め
ぐ

っ
て
、
は
な
は
だ
解
り
に
く

い
説
法
が
あ
る
。

一
例
を
挙
げ
よ
う
。

山
僧
が
見
処
に
約
せ
ば
、
如
許
多
般
無
し
、
祇
だ
是
れ
平
常
、
著
衣
契
飯
、
無
事
に
し
て
時
を
過
ご
す
。

祢
、
諸
方
よ
り
来
た
る
者
、
皆
な
是
れ
有
心
に
し
て
仏
を
求
め
法
を
求
め
、
解
脱
を
求
め
、
三
界
を
出
離
せ
ん
こ
と
を
求
む
。
療
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い
ず

れ

ほ
っ

人
、
祢
は
三
界
を
出
で
て
、
什
塵
の
処
に
去
ら
ん
と
要
す
る
や
。
仏
祖
は
是
れ
賞
繋
底

の
名
句
な
り
。

祢
、
三
界
を
識
ら
ん
と
欲
す
る
や
。
祢
が
今

の
聴
法
底

の
心
地
を
離
れ
ず
。
祢
が

一
念
心
の
貧
は
是
れ
欲
界
。
祢
が

一
念
心
の
唄

は
是
れ
色
界
。
弥
が

一
念
心
の
瘍
は
是
れ
無
色
界
。
是
れ
祢
が
屋
裏

の
家
具
子
な
り
。

三
界
は
自
ら
我
れ
は
是
れ
三
界
な
り
と
道
わ
ず
。
還

っ
て
是
れ
道
流
、
目
前
霊
霊
地
に
し
て
、
万
般
を
照
燭
し
、
世
界
を
酌
度
す

た
め

つ

る
底
の
人
、
三
界
の
与
に
名
を
安
く
。
(
一
〇

一
頁
)

終
り

の
部
分
に
良
く
似
た
も
の
が
あ
る
の
で
挙
げ
て
お
こ
う
。

つ

且

つ
名
句
は
自
ら
名
句

な
ら
ず
。
還

っ
て
是
れ
祢
目
前
昭
昭
霊
霊
と
し
て
、
鑑
覚
聞
知
照
燭
す
る
底
、

一
切

の
名
句
を
安
く
。

(
=
二
三
頁
)

「
三
界
」
と
は
、
「三
界
唯
心
、
万
法
唯
識
」

(九
〇
頁
)
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
「心
生
ず
れ
ば
種
種

の
法
生
じ
、
心
滅
す
れ
ば
種
種

の

法
滅
す
」
(
=
二
二
頁
)
る
世
界
で
あ
る
。
起
信
論
に
い
わ
ゆ
る

「
三
界
虚
偽
、
唯
心
所
作
」
で
あ

っ
て
、
妄
心
妄
念

の
作
り
出
す
虚
偽

の
世
界

で
あ
る
。
妄
想
の
世
界
で
あ
る
。
し
か
る
に
そ
こ
に
現
わ
れ
る
万
法
に
名
を
与
え
る
の
は
、
「世
界
を
酌
度
す

る
底
の
人
」
だ
と

い
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
人
の

「鑑
覚
聞
知
」
は

コ

心
既
に
無
な
れ
ば
、
随
処
に
解
脱
す
」
る
と
こ
ろ
の
、
無
分
別

の
作
用
で
あ

っ
た

つ

は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が

コ

切
の
名
句
を
安
く
」

つ
ま
り
分
別
に
渉
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
疑
問
点
を
は

っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
、

イ
ン
ド
仏
教
と
中
国
仏
教
の
、
仏
性
観

の
違

い
を
見
極
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

祖
堂
集
巻
三
慧
忠
国
師
の
章
に
次
の
よ
う
な

一
段
が
あ
る
。

南
方
の
禅
客
有
り
て
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
古
仏
心
。
師
曰
わ
く
、
將
壁
瓦
礫
、
無
情
の
物
、
井
び
に
是
れ
古
仏
心
な
り
。

又
た
問
う
、
古
徳
曰
わ
く
、
青
々
た
る
翠
竹
は
尽
く
是
れ
眞
如
、
欝
々
た
る
黄
花
は
般
若
に
非
ざ
る
は
無
し
と
。
有
る
人
は
許
さ

い

か

ず
、
是
れ
邪
説
な
り
と
。
亦
た
有
る
人
は
信
じ
て
言
わ
く
、
不
可
思
議
な
り
と
。
若
為
な
る
か
を
知
ら
ず
。
師
曰
わ
く
、
此
は
蓋
し

も
ろ
も
ろ

普

賢
文
殊
大
人
の
境
界
に
し
て
、
諸

の
凡
小
に
し
て
能
く
信
受
す
る
に
は
非
ず
。
皆
な
大
乗
了
義
経

の
意
と
合
す
。
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無
情
物
に
も
仏
性
を
認
め
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
が
、
国
師
が
許
す
の
に
対
し
て
許
さ
な

い
立
場
に
在
る
者

の

一
人
と
し
て
、
馬
祖

道

一
の
弟
子
大
珠
慧
海
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
伝
灯
録
二
八
大
珠
慧
海
和
尚
語
に
次

の
よ
う
に
い
う
、

華
厳
を
講
ず
る
志
座
主
問
う
、
禅
師
は
何
が
故
に
、
青
々
た
る
翠
竹
は
尽
く
是
れ
法
身
、
馨
々
た
る
黄
華
は
般
若
に
非
ざ
る
は
無

し
と
許
さ
ざ
る
や
。

師
曰
わ
く
、
法
身
は
無
象
に
し
て
、
翠
竹
に
応
じ
て
以
て
形
を
成
し
、
般
若
は
無
知
に
し
て
、
黄
華
に
対
し
て
而
し
て
相
を
顕
わ

ご
と

す
。
彼
の
黄
華
翠
竹
に
し
て
般
若
法
身
有
る
に
非
ず
。
故
に
経
に
云
わ
く
、
仏
の
眞
法
身
は
猶
お
虚
空

の
若
し
、
物
に
応
じ
て
形
を

現
ず
る
こ
と
水
中
の
月
の
如
し
、
と
。

お
　

経
の
文
句
は
周
知
の
と
お
り
金
光
明
経
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
も
と
つ
い
て
曽

つ
て
左

の
よ
う
な
仏
性
説
の
図
解
を
試
み
た
。

天灘
響

驚
辮
難

↑
随
縁

阿
頼
耶
識

矢
印

・
随
縁

・
阿
頼
耶
識
の
項
目
は
元
の
図
に
は
な
い
。
し
か
る
に
こ
れ
が
中
国
仏
教
の
仏
性
論
の
特
徴
を
表
わ
す

の
で
あ
る
。
法
蔵

の
起
信
論
義
記
に
如
来
蔵
縁
起
宗
と
い
う
も
の
を
立
て
て
、

此

の
宗
中
に
は
、
如
来
蔵
は
随
縁
し
て
阿
頼
耶
識
と
成
る
こ
と
を
許
す
を
以
て
、
此
は
則
ち
理
は
事
に
徹
す
る
な
り
。

(大
44

1

二
四
三

c
)

と
い
う
。
「如
来
蔵
随
縁
」
と

い
う
こ
と
が
、
中
国
仏
教
の
仏
性
論
の
か
な
め
な
の
で
あ
る
。
「随
縁
」
と
は
ど

い
う
こ
と
か
と

い
え
ば
、

な

此

の
心
体

(眞
如
)
は
、
無
明
の
縁
に
随

っ
て
動
き
て
妄
念
と
作
る
。

(大
必
-
二
五
六
c
)
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と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
阿
頼
耶
識
は
も
と
も
と
万
法
を
生
じ
る
原
理
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
仏
教
に
お

い
て
は
眞
如
仏
性
と
は
非

一
非
異
の

関
係
に
在
る
。
し
か
る
に
中
国
仏
教
に
お
い
て
は

一
体
と
な
る
か
ら
、
森
羅
万
象
は
す
べ
て
仏
性
の
変
化
し
た
も
の
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

い
わ
ゆ
る
草
木
成
仏
の
説
が
唱
え
ら
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
無
情
説
法
の
説
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。

中
国
的
仏
性
論
を
究
極
ま
で
押
し
進
め
た
の
は
天
台
教
学
で
あ
る
が
、
四
明
尊
者
教
行
録
四
の
無
情
説
法
を
問
題
に
し
て
い
る
所
に
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る

(大
46
1
八
九
二
c
)
、

昔
し
南
陽
の
忠
国
師
は
学
者
に
答
え
て
、
矯
壁
瓦
礫
を
以
て
古
仏
心
と
為
せ
る
は
、
此
の
旨
に
異
な
ら
ず
。

若
し
説
法
を
論
ず
れ
ば
、
熾
然
と
し
て
常
に
説
き
、
古
今
に
無
間
な
り
。
華
厳
の
中
に
、
塵
説
刹
説
、
仏
説
衆
生

説
、
三
世

一
切

説
と
。

若
し
聴
受
を
論
ず
れ
ば
、
十
方
斉
し
く
説
き
、
十
方
斉
し
く
聞
く
。
三
世
倶
に
宣
べ
、
三
世
倶
に
聴
く
。

こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
南
陽
慧
忠
は
中
国
的
仏
性
観
の
持
ち
主
で
あ

っ
た
。
周
知
の
と
お
り
、
無
情
説
法

の
話
は
前
に
挙

げ
た
祖
堂
集
三
に
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
ま
た
南
方
の
禅
客
と
の
間
に
、
仏
性
に
関
す
る
種
々
の
問
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。

は

た

は

た

又

た

問

う

、

一
切

人

の
仏

性

は

為

復

一
種

な

り

や
、

為

復

別

な

る

こ
と

有

り

や
。

師

曰

わ

く

、

一
種

な

る

こ
と

を

得

ず

。

進

ん

で
曰

わ

く

、

云

何

ん

が

別

な

る

こ
と

有

り

や
。

な
か

師
曰
わ
く
、
有
る
人
の
仏
性
は
全
く
生
滅
せ
ず
。
有
る
人
の
仏
性
は
半
ば
生
滅
し
、
半
ば
生
滅
せ
ず
。

進
ん
で
曰
わ
く
、
誰
人
の
仏
性
か
全
く
生
滅
せ
ざ
る
。
誰
人
の
仏
性
か
半
ば
生
滅
し
、
半
ば
生
滅
せ
ざ
る
。

す

か
ん

師
曰
わ
く
、
我
が
此
間
の
仏
性
は
全
く
生
滅
せ
ず
。
彼
の
南
方

の
仏
性
は
半
ば
生
滅
し
、
半
ば
生
滅
せ
ず
。

い

か

進
ん
で
曰
わ
く
、
和
尚
の
仏
性
は
若
為
に
し
て
か
全
く
生
滅
せ
ざ
る
。
南
方
の
仏
性
は
若
為
に
し
て
か
半
ば
生
滅

し
、

せ
ざ
る
。

半
ば
生
滅
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ゆ

え

師
曰
わ
く
、
我
の
仏
性
は
身
心

一
如
に
し
て
、
身
外
に
余
り
無
し
。
所
以
に
全
く
生
滅
せ
ざ
る
な
り
。
南
方
の
仏
性
は
、
身
は
是

れ
無
常
に
し
て
、
心
性
は
是
れ
常
な
り
。
所
以
に
半
ば
生
滅
し
半
ば
生
滅
せ
ざ
る
な
り
。

此
の

一
段
に
於
い
て
解
り
に
く
い
の
が

「身
心

一
如
」
の
意
味
で
あ
る
。
は
た
し
て
禅
客
も
疑
問
を
発
す
る
。

進
ん
で
曰
わ
く
、
和
尚
の
身
は
是
れ
色
身
な
り
、
量
に
便
ち
法
身
に
同
じ
く
生
滅
せ
ざ
る
こ
と
を
得
ん
や
。

な

師

曰

わ

く

、

汝

は

今

、

那

ん

ぞ

邪
道

に

入

る

こ

と

を
得

た

る
。

い

つ

禅
客
曰
わ
く
、
某
甲
は
早
晩
か
邪
道
に
入
れ
る
。

　け
　

師
曰
わ
く
、
金
剛
経
に
曰
わ
く
、
若
し
色
を
以
て
我
を
見
、
音
声
を
以
て
我
を
求
む
れ
ば
、
是
の
人
は
邪
道
を
行
じ
て
、
如
来

あ
た

な

を
見
る
こ
と
能
わ
じ
、
と
。
汝
は
既
に
色
と
作
し
て
我
を
見
ん
と
す
、
豊
に
邪
道
に
入
る
に
非
ず
や
。

右
の
国
師
の
言
葉
か
ら
す
る
と
、
「身
心

一
如
」
の
身
は
、
色
身
で
は
な
く
て
法
身
を
意
味
す
る
ら
し
い
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

宗
密
に
も
同
じ
考
え
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
よ
う
。

頓
悟
な
る
者
は
、
謂
わ
く
、
無
始
よ
り
迷
倒
し
て
、
此
の
四
大
を
認
め
て
身
と
為
し
、
妄
想
を
心
と
為
し
、
通
じ
て
眞
我
な
り
と

た
め

認
む
る
に
、
若
し
善
友
の
、
為
に
如
上
の
不
変
随
縁
、
性
相
体
用
の
義
を
説
く
に
遇
わ
ば
、
忽
ち
悟
ら
ん
、
霊
明
な
る
知
見
は
是
れ

た

自
ら
の
眞
心
な
り
。
心
の
本
と
空
寂
に
し
て
無
辺
無
相
な
る
即
ち
是
れ
法
身
な
れ
ば
、
身
心
は
不
二
に
し
て
是
れ
眞
我
為
り
て
、
即

ち
諸
仏
と
分
毫
も
殊
な
ら
ず
、
と
。
故
に
頓
と
云
う
な
り
。
(承
襲
図
第
三
の
三
)

頓
悟

の
こ
と
は
扱
置
く
と
し
て
、
不
変
随
縁
に

つ
い
て
、
宗
密
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

(都
序
巻

一
)、

し
ば

な

今
且
ら
く
世
物
に
約
し
て
之
を
明
ら
め
ん
。
眞
金
の
如
き
は
、
工
匠
等
の
縁
に
随

っ
て
、
銀
釧
怨
蓋
な
ど
の
種

々
の
器
物
と
作
る

と
き
、
金
性
は
必
ず
変
じ
て
鋼
鉄
と
為
ら
ず
。

も

金
は
即
ち
是
れ
法
に
し
て
、
不
変
と
随
縁
と
は
是
れ
義
な
り
。
設
し
有
る
人
の
問
う
て
、
何
物
か
不
変
に
し
て
、
何
物
か
随
縁
な

い

ま
さ

る
と
説
わ
ん
に
、
只
だ
合
に
答
え
て
云
う
べ
し
、
金
な
り
と
。
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ま
さ

不
変
は
是
れ
性
に
し
て
、
随
縁
は
是
れ
相
な
り
。
当
に
知
る
べ
し
、
性
相
は
皆
な
是
れ

一
心
上
の
義
な
る
こ
と
を
。

「法
」
と
は

"も
の
"
で
あ
り
、
「義
」
と
は

"
は
た
ら
き
"
で
あ
る
。
不
変
と
随
縁
と
は

「義
」
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
い
わ
ゆ
る
体
と

用
と
に
相
当
す
る
。
体
用
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
妄
尽
還
源
観
に

「体
に
依
り
て
用
を
起
こ
す
を
名
づ
け
て
性
起
と
為

す
」
と
い
う
よ
う

に
、
性
起
の
構
造
を
説
明
す
る
論
理
で
あ
る
。
「眞
金
」
は

「
一
心
」
つ
ま
り
眞
如
仏
性
の
喩
え
で
あ
る
。
眞
金
は
随
縁

(用
)
し
て
種
々

の
器
物
と
な

っ
て
も
、
金
性
は
不
変

(体
)
で
あ
る
か
ら
、
種
々
の
器
物
は
す
べ
て
眞
金
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
様
に
、
本
来
、
衆
生
の
身

心
も
仏
性
の
随
縁

の
作
用
で
あ
る
か
ら
、
「心
」
は
妄
心
で
は
な
く
眞
心
で
あ
り
、
「身
」
は
四
大
色
身
で
は
な
く
法
身

だ
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
ま
た
眞
心
と
法
身
と
は
別
物
で
は
な

い
か
ら

「身
心
不
二
」
と
言

っ
た
の
で
あ
る
。

慧
忠
国
師

の

「身
心

一
如
」
も
同
じ
論
理
で
、
新
羅
万
象
は
法
身
な
ら
ざ
る
も

の
は
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
「身
外
無
余
」
と
付
け

加
え
た

の
で
あ
ろ
う
。

こ
う

い
う
次
第
で
、
「
我
が
此
問
の
仏
性
は
全
く
生
滅
せ
ず
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
対
比
的
に
挙
げ
ら
れ
た
南
方

の
仏

性
説
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

南
方
の
仏
性
は
、
身
は
是
れ
無
常
に
し
て
、
心
性
は
是
れ
常
な
り
、
所
以
に
半
ば
生
滅
し
半
ば
生
滅
せ
ざ
る
な
り
。

色
身
と
心
性
と
を
峻
別
す
る
立
場

で
、
浬
葉
経
の
仏
性
説
の
枠
を
出
る
も

の
で
は
な
い
。
伝
灯
録
二
八
慧
忠
国
師
語

に
は
、
も

っ
と
詳

し
い
叙
述
が
あ
る
。

禅
客
に
問
う
、
何
方
よ
り
来
た
る
や
。

こ
た対
え
て
曰
わ
く
、
南
方
よ
り
来
た
れ
り
。

師
曰
わ
く
、
南
方
に
は
何
の
知
識
有
り
や
。

曰
わ
く
、
知
識
は
頗
る
多
し
。

師
曰
わ
く
、
如
何
ん
が
人
に
示
す
。
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曰
わ
く
、
彼
方

の
知
識
は
直
下
に
学
人
に
示
す
ら
く
、
即
心
是
仏
な
り
と
。
汝
は
今
、
悉
く
覚
知
の
性
を
具
す
。
此
の
性
は
善
く

揚

眉
瞬
目
、
去
来
運
用
す
。
身
中
に
偏
ね
く
し
て
、
姪
頭
頭
に
知
り
、
挫
脚
脚
に
知
る
。
故
に
正
偏
知
と
名
つ
く
。
之
を
離
れ
て
更

に
別
仏
無
し
。
此
の
身
は
即
ち
生
滅
す
る
こ
と
有
る
も
、
心
性
は
無
始
よ
り
以
来
未
だ
曽

つ
て
生
滅
せ
ず
。
身
の
生
滅
と
は
、
龍

の

換
骨
す
る
が
如
く
、
蛇
の
脱
皮
す
る
が
如
く
、
人
は
故
宅
を
出
つ
る
な
り
。
即
ち
身
は
是
れ
無
常
に
し
て
、
其
の
性
は
常
な
り
。
南

か

方

の
所
説
は
大
約
此
く

の
如
し
。

　　
　

師
曰
わ
く
、
若
し
然
ら
ば
、
彼

の
先
尼
外
道
と
差
別
有
る
こ
と
無
し
。

碧
厳
録
六
九
則
本
則
評
唱
に
よ
る
と
、

か
れ

当
時
、
馬
祖
は
化
を
江
西
に
盛
ん
に
し
、
石
頭
の
道
は
湖
湘
に
行
わ
れ
た
り
。
忠
国
師
は
道
は
長
安
を
化
す
に
、
他
は
親
し
く
六

ま
み

祖
に
見
え
来
た
れ
り
。
是

の
時
、
南
方
の
整
頭
帯
角
の
者
、
其
の
堂
に
升
り
、
其

の
室
に
入
ら
ん
と
欲
せ
ざ
る
も
の
有
る
こ
と
無
し
。

若

し
爾
ら
ざ
れ
ば
、
人
の
恥
し
む
る
所
と
為
ら
ん
と
す
。

と
い
う
よ
う
に
、
当
時
長
安
に
居
た
大
御
所
の
国
師
の
も
と
に
は
、
南
方
の
禅
客
た
ち
が
競

っ
て
参
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
前

の
禅
客
の
伝

え
る
仏
性
説
は
、
恐
ら
く
馬
祖
の
禅
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
に
違
い
な
い
。
い
わ
ゆ
る
作
用
即
性
の
仏
性
論
で
あ
る
。
宗
密
は
次
の
よ
う

に
い
う

(承
襲
図
第
二
の
四
)、

洪
州
の
意
な
る
者
は
、
起
心
動
念
、
弾
指
動
目
、
所
作
所
為
、
皆
な
是
れ
仏
性
全
体
の
用
に
し
て
、
更
に
別
の
用
無
し
。
全
体
の

な

貧

唄
擬
の
造
善
造
悪
し
、
受
苦
受
楽
す
る
も
、
此
は
皆
な
是
れ
仏
性
な
り
。
麺
の
種
々
の
飲
食
と
作
る
に
、

一
々
皆
な
麺
な
る
が
如

し
。

「麺
」
の
喩
え
は
前
に
見
た
眞
金
の
喩
え
と
同
じ
で
、
体
用
の
論
理
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
宗
密
は
続
け
て
、

仏
性

の
体
は
、

一
切
差
別
の
種

々
な
る
に
は
非
ざ
る
も
、
而
も
能
く

一
切
差
別
の
種
々
な
る
を
造
作
す
。

と
い
う

。
し
か
し
果
た
し
て
こ
れ
は
洪
州
宗
の
い
う
作
用
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
洪
州
宗
に
は
体
用
論

は
な

い
の
で
は
な
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い
か
。
随
縁
の
義
に
つ
い
て
宗
密
は
い
う

(承
襲
図
第
三
の
二
)
、

も

此
の
知
は
本
と

一
切
の
分
別
無
く
、
亦
た
聖
凡
善
悪
無
き
も
、
体
は
知
な
る
を
以
て
の
故
に
、
諸
縁
に
対
す
る
時
は
、
能
く

一
切

の
是
非
善
悪
を
分
別
し
、
乃
至
経
営
し
て
、
世
と
出
世
間
と
の
事
数
を
造
作
す
。

洪
州
宗
の
作
用
に
は
、
能
分
別
言
語
は
あ

っ
て
も
、
事
数
を
造
作
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
は
な

い
か
。
宗
密
も
こ
の
点
を
認
め
る
よ
う

で
あ
る
。且

つ
仏
教
を
統
論
す
れ
ば
、
遣
と
顕
と
の
二
門
有
り
。
其
の
実
義
を
推
せ
ば
、
眞
空
妙
有
有
り
。
其
の
本
心
を
究
む
れ
ば
、
体
を

具
し
用
を
具
す
。

今
、
洪
州
と
牛
頭
と
は
、
跡
を
払
う
を
以
て
至
極
と
為
し
、
但
だ
遣
教

の
意
な
る
眞
空
の
義
の
み
を
得
た
り
。

其
の
体
を
成
す
の

み
な
り
。
顕
教
の
意
な
る
妙
有
の
義
を
失
い
て
、
其
の
用
を
閾
け
り
。
/
(第
三
の
二
)

　め
　

つ
ま

り

「そ
の
体
を
成
す
の
み
」
で
、
相
侯

っ
て
体
用
論
的
関
係

を
成
り
立
た
せ
る

「
そ
の
用
を
閾
け
り
」
な
の
で
あ
る
。
結
局
、

洪
州
宗

の
作
用
は

「能
語
言
、
能
分
別
動
作
等
」
の
随
縁
応
用
の
み
で
、
体
用
論
に
必
須
の

「自
性

(本
)
用
を
閾
け
り
」
と

い
う
。

さ
て
問
題
は
、
経
営
造
作

の
作
用
が
あ
れ
ば

「世
界
を
酌
度
す
る
底

の
人
」
が
、
「世
と
出
世
間
と
の
事
数
を
造
作
す
」
る
と
同
時
に
、

つ

コ

切

の
名
句
を
安
く
」
と

い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
右
に
見
た
よ
う
に
、
洪
州
宗
の
仏
性
に
は
事

数
を
造
作
す
る
作

用
は
な

い
。

つ
ま
り
こ
の
仏
性
は
性
起
し
な
い
。
イ
ン
ド
的
仏
性
論
の
枠
の
中
に
在
る
の
で
あ
る
。

で
は
ど
う
考
え
た
ら
良

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
菩
提
達
摩
四
行
論
の
流
通
分
に
、
曇
禅
師

の
言
葉
と
し
て
次
の
よ
う
に

い
う

(天
理
図
書

館
本
三
〇
右
)
、

世
間
出
世
間
は
唯
だ
空
名
有
る
の
み
に
し
て
、
実
に
世
間
出
世
間
の
得
る
可
き
無
し
。

「得

る
可
き
無
し
」

つ
ま
り
不
可
得
と
は
空
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
空
観
は
、
仏
性
説
と
と
も
に
禅

思
想
の
両
輪
を
成

す
。
示
衆

一
〇
に
い
う
、
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道
流
、
錯
る
こ
と
莫
れ
。
世
出
世
の
諸
法
は
、
皆
な
自
性
無
く
、
亦
た
生
性
無
し
。
但
だ
空
名
有
る
の
み
、
名
字
も
亦
た
空
な
り
。

ひ
た
す

か

祢

は
祇
摩
ら
他
の
閑
名
を
認
め
て
実
と
為
す
。
大

い
に
錯
り
了
れ
り
。
(八
三
頁
)

我
れ
見
る
に
、
諸
法
は
空
相
に
し
て
、
変
ず
れ
ば
即
ち
有
、
変
ぜ
ざ
れ
ば
即
ち
無
、
三
界
唯
心
、
万
法
唯
識
な
り
。
所
以
に
夢
幻

空
花
、
何
ぞ
把
捉
を
労
せ
ん
。
(八
九
頁
)

智
度
論
三

一
に
左
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る
。
(大
25
ー
二
九
四
b
)

問
う
て
曰
わ
く
、
若
し
皆
空
な
ら
ば
、
何
を
以
て

一
切
法
の
種
々
の
名
字
を
説
く
や
。

答
え
て
曰
わ
く
、
若
し
聖
人
の
但
だ
空
の
み
を
説
か
ば
、
道
を
得
る
こ
と
能
わ
じ
。
因
る
所
無
く
厭
う
所
無
き
を
以
て
の
故
に
。

い
わ
ゆ
る
二
諦
説
の
問
題
で
あ
る
が
、
中
論
の
明
快
な
解
説
を
参
照
し
よ
う
。
(大
30
⊥

二
二
c
)

世
俗
諦
な
る
者
は
、

一
切
法
は
性
空
な
る
も
而
も
世
間
は
顛
倒
す
る
が
故
に
虚
妄
法
を
生
じ
、
世
間
に
於

い
て
は
是
れ
実
な
り
。

諸

の
賢
聖
は
眞
に
顛
倒
の
性
な
る
こ
と
を
知
る
が
故
に
、

一
切
法
は
皆
空
に
し
て
無
生
な
り
と
知
る
。
聖
人
に
於

い
て
は
是

の
第

一

義
諦
を
ば
名
づ
け
て
実
と
為
す
。

あ
た

諸
仏
は
是
の
二
諦
に
依
り
て
而
し
て
衆
生
の
為
に
説
法
す
。
若
し
人
の
如
実
に
二
諦
を
分
別
す
る
こ
と
能
わ
ざ

れ
ば
、
則
ち
甚
深

も
ち

な
る
仏
法
に
於

い
て
、
実
義
を
知
ら
ざ
ら
ん
。
若
し

一
切
法
不
生
な
る
是
れ
第

一
義
諦
に
し
て
、
第
二
の
俗
諦
を
須

い
ず
と
謂
わ
ば
、

是

れ
亦
た
然
ら
ず
。
何
を
以
て
の
故
ぞ
。

若
し
俗
諦
に
依
ら
ざ
れ
ば
、
第

一
義
を
得
ざ
ら
ん
。
第

一
義
を
得
ざ
れ
ば
、
則
ち
浬
桑
を
得
ざ
ら
ん
。
(
二
四
章
第

一
〇
偶
)

第

一
義
は
皆
な
言
説
に
因
る
も
、
言
説
は
是
れ
世
俗
な
り
。
是

の
故
に
若
し
世
俗
に
依
ら
ざ
れ
ば
、
第

一
義
は
則
ち
説
く
可
か
ら

ず
。
若
し
第

一
義
を
得
ざ
れ
ば
、
云
何
ん
ぞ
浬
葉
に
至
る
こ
と
を
得
ん
。
是
の
故
に
諸
法
は
無
生
な
り
と
難
も
、
而
も
二
諦
有
り
。

世
俗

の
言
説
に
依

っ
て
説
か
れ
な
け
れ
ば
第

一
義
諦
は
得
ら
れ
な
い
。
第

一
義
諦
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
浬
彙
は
得
ら

れ
な
い
。
そ
こ
で

諸
仏
は
説
法
す
る
の
だ
が
、
智
度
論
は
い
う
、



復
た
次
に
、
諸
仏
の
法
は
寂
滅
相
に
し
て
無
戯
論
な
り
。
此
の
中
に
若
し
地
獄
等
の
相
有
り
と
分
別
す
れ
ば
、
名
づ
け
て
寂
滅
不

二
無
戯
論
と
為
さ
ず
。
仏
は
寂
滅
不
二
相
を
知
る
と
難
も
、
亦
た
能
く
寂
滅
相
中
に
於

い
て
、
諸
法
を
分
別
し
て
而
も
戯
論
に
堕
せ

ず
。
(大
25
1
七
二
七
c
)

三
界

は
夢
幻
空
花
、
把
捉
を
労
す
る
ま
で
も
な
い
。
何
故
な
ら
空
無
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
三
界
は
自
ら
我
れ
は
是
れ
三
界
な
り
と
道

　レ
　

わ
ず

」
。
何
故
な
ら
寂
滅
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に

「仏
は
寂
滅
不
二
相
を
知
る
と
難
も
、
亦
た
能
く
寂
滅
相
中
に
於

い
て
、

諸
法
を

分
別
し
て
而
も
戯
論
に
随
せ
ず
」
。
こ
れ
が
つ
ま
り

「目
前
霊
々
地
に
し
て
、
万
般
を
照
燭
し
、
世
界
を
酌
度
す
る
底

の
人
、
三

つ

界
の
与

に
名
を
安
く
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
仏
教
学
の
管
か
ら
見
れ
ば
こ
う
解
釈
す
る
し
か
な

い
。
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テ
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ス
ト

頁
22
行
。
以
下
、
梵
文
も
漢
文
も
出
所
は
こ
の
本
に
よ
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て
示
す
。

同
右
書
六

一
頁
。

仏
事
を
な
す
様
子
に

つ
い
て
こ
の
よ
う

に
い
わ
れ
る
。

「化
す
可
き
衆
生
に
於

い
て
、
教
化
の
方
便
を
以
て
衆
生

を
化
す
る
業
を
起
こ
し
、
衆
生
界
を
教
化
す
。
諸
仏
自
在

人
は
化
す
可
き
衆
生
に
於

い
て
、
常

に
処
を
待
ち
時
を

な

待

っ
て
自
然
に
仏
事
を
作
す
」
(四
-
一
)
と
。
「待
」
と

い
う
の
は
時
と
所
と
を
た
が
え
ず
即
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し
て
と
い
う
意
味
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本
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九
b
)

同

一
四
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四
八
六
b
)

同
右

(大
9
1
四
八
六

c
)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿

「図
説
イ
ン
ド
仏
教

の
仏
性
論

ー
宝
性
論
研
究
ノ
ー
ト
」
(禅
文
化
研
究
所
紀
要
31
号
)

参
照
。

臨
済
録
に
は
も
う

一
例
あ
り
、
コ

心
生
ぜ
ざ
れ
ば
万
法

答
無
し
」
(
=
三

一頁
)
で
、
や
は
り
分
別
心
の
こ
と

で

あ
る
。

注

(11
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に
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げ
た
論
文
参
照
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(
15
)

(
16
)

(
17
)

化
無
所
化
分
第
二
五
。
金
剛
般
若
経
論

の
本
文
で
は
二
偶

説
か
れ
た
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
「彼
の
如
来
の
妙
体
は
、

即
ち
法
身
に
し
て
、
諸
仏

の
法
体
は
見
る
可
か
ら
ざ
れ

ば
、
彼
の
識
は
知
る
能
わ
ず
」
と
続
き
、
論
偶
に

「唯
だ

色
を
見
て
声
を
聞
く
の
み
な
ら
ば
、
是
の
人
は
仏
を
知
ら

ず
。
眞
如
法
身
は
是
れ
識
の
境

に
非
ざ
る
を
以
て
の
故

に
」
(大
25
1
七
九
五
a
)
と
あ
る
。

如
来
蔵
仏
性
説
は
イ
ン
ド
仏
教
に
お
い
て
も
、
外
道
説
に

紛
う
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い
る
。
榜
伽
経
巻
二
如

来
蔵
相
分
参
照
。

宗
鏡
録
序
に
い
う

(大
48
1
四

一
六
b
)
「性
相
二
門
は

是
れ
自
心
の
体
用
な
り
。
若
し
用
を
具
し
て
而
も
恒
常
の

理
を
失
え
ば
、
水
無
く
し
て
波
有
る
が
如
く
、
若
し
体
を

得
て
妙
用
の
門
を
閾
け
ば
、
波
無
く
し
て
水
有
る
に
似
た

そ
も

り
。
且
そ
も
未
だ
無
波
の
水
有
ら
ず
、
曽

つ
て
不
湿
の
波

無
し
。
以
て
波
は
水
源
に
徹
し
、
水
は
波
末
を
窮
む
。
性

は
相
表
を
窮
め
、
相
は
性
源
に
達
す
る
が
如
し
。
須
ら
く

知
る
べ
し
、
体
用
は
相

い
成
し
、
性
相
は
互

い
に
顕
わ
す

こ
と
を
」
。

維
摩
経
文
殊
師
利
問
疾
品
第
五
に
い
う

「既
に
病
本
を
知

り
た
れ
ば
、
即
ち
我
想
及
び
衆
生
想
を
除
か
ん
。
当
に
法

な

想
を
起
こ
す
べ
く
、
応
に
是
の
念
を
作
す
べ
し
。
但
だ
衆

法
を
以
て
此
の
身
を
合
成
す
。
起
こ
る
と
き
は
唯
だ
法
の

み
起
こ
り
、
滅
す
る
と
き
は
唯
だ
法
の
み
滅
す
。
又
た
此

の
法
な
る
者
は
各
お
の
相
い
知
ら
ず
。
起
こ
る
時
は
我
れ

起
こ
る
と
言
わ
ず
、
滅
す
る
時
は
我
れ
滅
す
と
言
わ
ず
」。

な
お
馬
祖
に
も
こ
の
経
文
を
用
い
た
説
法
が
あ
る
。
『馬

祖
の
語
録
』
二
四
頁
参
照
。

(補
注
1
)
伝
灯
録
二
八
の
示
衆
で
は

「大
徳
、
四
大
身
は
説
法

あ
た

聴
法
す
る
解
わ
ず
。
虚
空
は
説
法
聴
法
す
る
解
わ
ず
。
是

れ
汝
目
前
歴
々
孤
明
に
し
て
形
段
勿
き
者
、
説
法
聴
法
を

よ

ゆ

え

解
く
す
。
所
以
に
山
僧
は
汝
に
向

っ
て
道
う
、
五
藻
身
田

ば
か

内
に
無
位
の
眞
人
有
り
、
堂
堂
と
顕
露

し
て
糸
髪
許
り
の

間
隔
も
無
し
、
何
ぞ
識
取
せ
ざ
る
、
と
。
心
法
は
形
無
く

し
て
、
十
方
に
通
貫
す
一.云
」
と
な

っ
て
い
て
、
無
位
の

眞
人
が
心
法
に
ほ
か
な
ら
な

い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。

(補
注
2
)
浬
桀
経
の
仏
性
を

「仏
と
な
る
可
能
性
」
だ
と
す
る

妄
説
を
最
初
に
唱
え
た
の
は
和
辻
博
士

で
あ
る

(『
日
本

精
神
史
研
究
』
)。
発
信
源
が
強
力
で
あ

っ
た
た
め
、
篤
実

の
浬
葉
経
学
者
横
超
博
士
も
正
面
か
ら
否
定
し
去
る
こ
と

が
で
き
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
妄
説
は
生
き
の
び
て
柳
田

聖
山
先
生
ま
で
押
し
戴

い
て
い
る

(「
臨
済
義
玄

の
人
間

観
」
)。
原
典
を
読
み
も
し
な
い
で
権
威
に
詔
う
通
弊
だ

が
。
は
て
は

「如
来
の
赤
ち

ゃ
ん
」
と

い
う
可
憐
な
珍
説

ま
で
現
れ
る
に
い
た

っ
た
。


